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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜新書式について＞

・ケア計画を記載する事により、ケア計画に基づいた関わりを行う事が出来、利用者様の反応を見ることが出来るようになる。

・スタッフの関わりの見直しが出来る。

・ケア計画の評価と見直しが出来る。

・新書式の変更に基づいて、経過連絡票の変更も徐々に行なっていく。

・今後は、経過連絡票の提出は月末まで。SGM・JGMの確認が終了し外来カルテに翌月3日までにはさむようにする。

＜連絡事項＞

・青陽館に防火管理者を設置することになり、上野SGMに決定している。

・防災委員は、消防計画書・防火管理者設置の記載内容を変更する事。

・緊急連絡網の防火管理者の変更は早急に行なう事。

・6/30　病院2階会議室　16：00～四戸冷子様の今後の対応についての検討会が行われる。

＜利用者様情報＞

・板橋　利美様～本日デイケア利用されている。腹痛についてはあまり改善されていないとの事。抗生剤・去痰剤・整腸剤・消化性潰瘍剤・エンシュアリキッドが処方となっているが、以前も肝臓を悪くした経緯があるため、今後専門医で検査をしていくことを勧めていく。

・青木　紀子様～実習生の情報により、特定利用者様と性交渉があったと思われる事について担当医へ情報提供を行なっている。担当医より、施設外で行なっている事でありスタッフから怒らないよう指示あり。外来受診時に本人からの話がなければ、担当医からは何も言わないとの事。また、本人が実習生だけに相談した為、実習生では荷が重い事を本人へ伝え、実習生からスタッフへ相談内容を伝えることを説明している。

・高田　マキ様～デイケア利用日を週4回から週3回に変更したいと話されている。理由として、土・日曜日に天気が悪いと洗濯が出来ない事と病状が安定している事だと話されている。青明舎スタッフへ相談し了承得ているとの事。担当スタッフと面談し、担当医へ情報提供を行なう事としている。

　　　　　　　　また、本日11:40頃から発作があったと報告されている。手の痺れや体中の震えがあるとの事。発作の期間は数時間の時や3日間継続する時もあるとの事。発作時は横になり休みたいと話す為、静養室で休むよう説明している。

・種本　サハ様～午前中は不調を訴え不機嫌となり横になって休まれている事が多い。プログラムや服薬セットも拒否されているが、昼食を全量摂取され午後からは機嫌良くなり服薬セットも行なっている。

＜外来情報＞

· 菅野　勝利様　～膀胱炎のため、クラビット（抗生剤）7日分処方となっている。来週再度尿　　　

検査実施し、検査値に異常があった際は泌尿器科受診を促し紹介状作成する事としている。

· 高橋　幸雄様　～お母様が仕事を退職したと話され、農繁期が過ぎた頃に栄養指導をお母様

と一緒に受ける予定となっている。

· 青木　紀子様　～担当医へ生理不順であることを話されている。特定利用者様と性交渉に至

ったが、現在の薬は胎児に影響がある為、妊娠しているのであれば減薬しなければいけないことを説明すると、妊娠の可能性は低いと話されている。早めに婦人科受診する事を勧めている。

· 大久保　康弘様～幻聴がひどくなったと訪問看護より情報提供あり。本人は、幻聴は2.3時

間に1回で起こり、以前よりも減ってきたと話されている。変薬なし。夜間の睡眠状況は良く、間食は止めたとの事。

· 板橋　利美様　～腹痛については幾分落ち着き、食事も摂る事が出来ていると話されている。　

本日採血実施し、緊急値であれば担当医へ報告し指示を仰ぐ事としている。






















